

































館(写真 1)および秋田県立公文書館(県立秋田図書館旧蔵)に伝来する O こ
の秋田県立公文書館の「出羽一国御絵図」は、略図が『山形県史 資料編 18 
近世史料 3jおよび『角川日本地名大辞典 5 秋田県』と『同 6 山形県』
に掲載されている O
致活博物館には正保 2年 (1645) 頃の作成とされる「正保庄内絵図J (山形
県酒田市の本間美術館に寛政 3年 (1791) の写本があり、その写真が『山形県









田県庁旧蔵)に伝来する O その詳細は小野寺淳氏の報告を待ちたい O
また、新庄市立図書館所蔵の「新庄藩領内絵図J (r山形県史 資料編18



































奥国津軽郡之絵図Jがあげられる(写真 2) 0 この絵図の端裏書には「正保二
乙酉年十二月廿八日差上御公儀候控之写也 貞享二乙升年三月廿六日」とあり、
正保 2年 (1645) に作成した国絵図の写しで貞享 2年 (1685) に作成されたこ
とが明らかである O おそらくは、元禄国絵図作成の準備作業として、正保田絵




























絵図類が伝来する(r郷土史料目録』盛岡市中央公民館、 1982年) 0 1993年 9
月の調査時には、 「奥州、|之内市部領惣絵図J (目録特28.8-1) 、 「南部領惣絵
図J (特28.8-2) 、 「市部領内総絵図J (特28.8-3) 、 「市部領総絵図J








まず、正保の国絵図作成に関しては、寛永21年 (1644) 8月 3日に市部領諸
城絵図に関する記載がみられ、国絵図とともに幕府に提出された正保城絵図の
作成に関わるものである O また、同年 9月 6日には領内検地帳を江戸へ送る旨
の記載がみられ、、国絵図と平行して作成された郷帳に関わる記録となっている O
しかし、国絵図そのものについての記載はさほど多くはなく、正保 2年



















































































































されている(r伊達文庫目録』宮城県図書館、 1987年) 0 この中に含まれる国
図類および元禄国絵図作成日寺の「御国絵図記録 9巻Jと「御国絵図入日記
2巻J (元禄15年 (1702) の写本)については、既に佐藤宏一氏と川村博忠氏
よって検討が行われているので(IO)、簡単な紹介にとどめたい O
宮城県図書館には、元禄12年 (1699)作成の「仙台領国絵図Jが三点、元禄
年 (1701)作成の「仙台領国絵図」が一点所蔵されている O 仙台葎は元禄12
に一旦国絵図を幕府に提出したが、幕府から国境筋に注記を書き加えるよう






























































国絵図の表現としてはたいへん珍しい例といえよう(写真 4) 0 
最近の岩手山の火山噴火に関する研究では、大規模な噴火活動が発生したの
は、貞享 3年 (1686) と享保16-17年 (1732)の活動であったとされ、貞享
の噴火は山頂火口の活動であったのに対して、享保の活動は山体の東~北東
で起こった山腹噴火で、熔岩流を噴出したとされる (15)。
写真 4 I市部領総絵図J (盛岡市中央公民館所蔵)にみる岩手山の噴火
-70 


























さて、筆者が実見した「奥州之内14部領惣絵図J (目録特28.8-1) 、 「市部
領惣絵図J (特28.8-2) 、 Il=N部領内総絵図J (特28.8-3) 、 「市部領総絵
図J (特28.8-4) 、 「領内図J (特28.8-6) における、これらの金山の表現
を比較検討すると、まず「奥州之内市部領惣絵図Jでは「白根山JI西道山J
と記され、他の山々と同じ表現で描かれている(写真 5) 0 
それに対して、 「市部領惣絵図Jでは「白根金山JI西近金山Jと明記され、
しかも山頂付近に小さな赤い丸がたくさん描かれ、いかにも採掘が盛んな様子
を表現しているとみられる(写真 6) 0 I南部領内総絵図Jおよび「市部領総
絵図jの場合は「白根金山JI西近金山Jの付婆のみで、表現そのものは他の
山々と変わりないが、 「領内図jは「白根金山JI西道金山Jの付婆があり、






















写真 6 r南部領惣絵図J (盛岡市中央公民館所蔵)









































絵図 J 展、群馬県立文書館で 1991 年 10~11月に聞かれた「上野国の国絵
図 J 展、土浦市立博物館で 1992年 1~3月に開かれた「絵図の世界」展、
高知県立歴史民俗資料館で 1993年4~5 月に聞かれた「土佐古絵図J 展な





ある O また、国絵図を活用した地方史類としては、 『福井県史 資料編
16上絵図・地図j1990年 2月、 『福井市史 資料編別巻 絵図・地図
1989年 3月、刷、浜市史 絵図地図編j1993年 6月、 『藤井寺市史第十
巻史料編入・上j1991年 3月、 『四日市市史 第六巻 史料編絵図J


























( 4 )特別展「高照神社宝物展J図録、青森県立郷土館、 1992年6月O
75-
( 5 )吉田義昭編 f市部盛岡藩領内絵図J郷土史叢刊行会、 1976年 9月O なお、
この絵図は、領内絵図と領内33の行政区「通図Jの縮図から成り、盛岡
落士長沢盛至の編によって、嘉永 7年 (1854) に刊行された O
( 6 )盛岡市中央公民館編『盛岡藩雑書 第一巻』盛岡市教育委員会、 1986年。
( 7 )盛岡市中央公民館編『盛岡藩雑書 第六巻j盛岡市教育委員会、 1992年。
( 8 )前掲注(1 )参照。
( 9 )前掲注(7 )参照。
















(16)今村義孝監修『日本歴史地名大系 5 秋田県の地名』平凡社、 1980年。
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